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１．概要（Summary） 

再生可能エネルギーの導入及び普及が世界的に注目

されており，それに伴い再生可能エネルギー由来のエネ

ルギーを貯蔵するエネルギーキャリア技術が必要とされて

いる．中でも，エネルギーキャリアの一つとして水素が期

待されている．水の電気分解プロセスによる水素製造プロ

セスは電力を水素に貯蔵することが可能である為，有望

視されている．塩基性条件下での水電解は，触媒電極と

して Ni や Co,Fe 等の遷移金属を用いることが出来，安

価であることから期待されている．本検討では, 水素製造

装置の中でも低コストと高い安定性[1]から期待されている

AEM(Anion Exchange Membrane)を用いた水電解装

置の開発に向け，水電解反応のアノード側反応である酸

素発生反応に用いる触媒電極として，遷移金属種をアノ

ード側ガス拡散層として用いる Ni foam 上に電析し，高

い触媒性能を有する触媒電極の形成を試みた． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

インラインモニター用 超高分解能電界放出型 走査電子

顕微鏡 （SU8240） 

簡易 SEM (キーエンス) 

 

【実験方法】 

金属塩化物を加えた浴の pHを調整し， この浴を用い

て Ni foam 上に遷移金属種を電析させた．形態観察手

法として上記の走査型電子顕微鏡を，組成分析として

EDXを用いた．また，得られた触媒電極についてK2CO3

を電解質として性能評価を行った． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

電析時の浴条件を変化させることでNi foamの表面へ

の集中的な析出が進行することが確認された．また，電流

密度によって析出した金属膜の形態が変化することが確

認された．これら触媒電極について，セルを用いた性能評

価を行った結果，触媒性能の差異が確認された．  

 

４．その他・特記事項（Others） 
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